
対面形式とオンライン形式の併用による
中国語のハイブリッド授業実践報告②

～一回生配当中国語「コミュニケーション」の実践例～

言語教育センター
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•ハイブリッド授業

「対面授業を行いながら、その授業を同時配信する
（ZOOM）授業」

•オンライン授業

「ZOOMを用いる90分間のリアルタイム配信する授業」
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１ユニット（1週間）〔＝一課〕の授業の流れ

〔1時間目〕
単語のチェック。読んで意味を確認。
今週のスキットを読んで、コミュニケーションの場の把握。
「表現のポイント」の解説。

〔2時間目〕
「表現のポイント」の復習・確認。
CALLによるヒアリング、練習問題。

〔3時間目〕
「コミュニケーション」の反復練習。
中国人講師による「自己表現・発話」の練習。

担当範囲

シラバスより引用

授
業
分
担

１．科目の概要説明
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人 数 31名～36名（5クラス）

頻 度 週1コマ×15回

教 材 『新コミュニカティブ中国語level１』（春学期）

『新コミュニカティブ中国語level２』（秋学期）

授 業 内 容 単語B、コミュニケーション

到 達 目 標

①単語Ｂ、置き換え会話の発音、意味をマスターできる。（知識・理解）

②ヒントを用い、中国語の文や会話を作成できる。（思考・判断）

③各課の主旨に合わせ、中国語による「自己表現・発話」ができる。（関心・意欲）

評 価 方 法 課題による到達度評価

１．科目の概要説明

5



引用：『新コミュニカティブ中国語level２（第8課）』
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＜出力＞
PC上の映像・音声をAVシステムに送る

使用するケーブル
HDMIケーブルを接続
もしくは
VGA（RGB）＋音声ケーブルを接続

＜入力＞
MeetUp（カメラ）で撮影している映像や音声
をZoom上に送る

使用するケーブル
USBケーブルを接続
もしくは
付属のUSB-Cアダプタを使用しUSB-Cを接続

小教  カ ラ
（Logicool MeetUp）

教卓システム
(スクリーン・モニター)

大型タッ ディスプレイ（BIG PAD）/スクリ  等

Cf.http://www.ritsumei.ac.jp/rainbow/service-bigpad/

HDMIケーブル

USBケーブル

教室配線イメージ

（引用：言語教育企画課より）

8



引用：「2020年度秋学期Web授業実施のための教室機器等操作説明会」より

2．ハイブリッド授業に用いる道具

ZOOMの「カメラ」「マイク」入力選択に注意が必要
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教室の様子

• Meetupを教室の前に移動したり、教室の後
ろに移動したりして、ZOOMの受講生も対面
授業の様子が分かるように工夫している。

• 白板を利用する際は、ZOOMの受講生も見え
るように字を手のひらくらいの大きさに書く。

• 長文を書くと、見えにくくなるため、出来る
限り長文を書かないように気を付けている。
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3．ハイブリッド授業の運営状況
3.1．工夫点

その１：中国語で出席を取る

メリット：

➢受講生が自身の名前の中国語読みに慣れる。

➢受講生の通信環境、特にその日のマイクの調子が分かる。

➢受講生の出席状況を把握し、質問がしやすくなる。
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その２ ブレイクアウトルームを活用

•オンライン授業

➢メリット：小人数にグループを分け、カメラをオンにし
てもらって、ピンインや会話の発音チェックに便利。

➢デメリット：グループに入らないと、練習の様子が分か
らない。ランダムでグループ分けをしているので、活発
に練習するグループと黙って会話しないグループが見ら
れる。

3．ハイブリッド授業の運営状況
3.1．工夫点
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その２ ブレイクアウトルームを活用

•ハイブリッド授業

➢練習の状況をチェックする際、対面受講生の練習の音声が大きいため、
ブレイクアウトルームが聞き取れない。

➢対面受講生がブレイクアウトルームの会話練習に気を取られ、自分たち
の練習に集中できない。

改善法：会話練習の前に必ず課題を出すようにし、時間終了後に、出した
課題を全員で確認する。

確認法：対面受講生に課題範囲から日本語の文を出してもらい、ZOOM受
講生に中国語に訳してもらう事や、私から中国語で質問を行い、受講生に
答えてもらう事など。

3．ハイブリッド授業の運営状況
3.1．工夫点

14



その３ 授業内容をより分かりやすく可視化する

•春学期から、オンライン授業をより円滑に行うため、同じチーム
の楊先生から御提案を頂き、パワーポイントを用いて、ＰＰＴコ
ンテンツを作成する案を試みた。

3．ハイブリッド授業の運営状況
3.1．工夫点
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その３ 授業内容をより分かりやすく可視化する
ＰＰＴコンテンツの実例
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授業における発声練習
の頻度は例年より少な
くなることを想定し、
受講生がよりネイティ
ブの発音をマスターし
やすい環境を整えるた
め、ＰＰＴコンテンツ
に音声を付け、
Manaba+Rに公開。
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その３ 授業内容をより分かりやすく可視化する

•授業時、ＰＰＴコンテンツをベースに、更にスケジュール、実施
した課題のフィードバック、より詳しい文法の復習、本文内容の
復習の追加を行い、内容充実を行っている。

3．ハイブリッド授業の運営状況
3.1．工夫点
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スケジュール

実施済課題の
フィードバック
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本文内容復習

文法復習
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授業の様子

ハイブリッド授業では、
オンライン授業と同じコ
ンテンツスタイルを使用
している。

違いは、教室のスクリー
ンに、ＰＰＴコンテンツ
を映して、ＺＯＯＭと対
面と、授業内容を共有し
ているところ。
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3．ハイブリッド授業の運営状況
3.1．工夫点

その４ インタラクションを重視する

演習の授業では、一方通行となる授業は良くないと認識し、インタ
ラクションを活発させるため、いくつかの試みを行った。
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3．ハイブリッド授業の運営状況
3.1．工夫点

その４ インタラクションを重視する

Ａ：質問することで授業に集中してもらう／緊張感を与える

• 置き換え会話では、受講生の発音や会話への意味理解を確認するため、ラン
ダムで名前を指名し、回答確認を行っている。間違いがあれば、その場で、
フィードバックする。

• 特に気を付けている点は、誤回答あるいは無回答の場合は、次の受講生に同
じ問題を回さず、回答を提示する。

• 1人当たり3、４回ほど質問。
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A：请问（1） ？

B：去国家图书馆啊，那你坐
332路公交车。

A：从这儿（2） ？

B：大概有八九站吧。

A：（3） ？

B：一块钱。用公交卡打四折。

A：（4） ？

B：一般要半个小时左右。

引用：『新コミュニカティブ中国語level２』

その４
インタラクションを重視する

Ｂ：グループワークを授業内容
に合わせて積極的に取り入れる

Manaba+R
にヒント

課題
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その４ インタラクションを重視する

• Ｂ：グループワークを授業内容に合わせ
て積極的に取り入れる

実例２【映画の紹介文を日本語に訳す】
➢３，４人で一つのグループ。
➢制限時間１５分。
➢授業時間内manaba+Rに課題提出。

• ZOOM実施状況
➢グループ内で１人がまとめ役となり、画面共
有機能でｗｏｒｄファイルを開き、中国語の
意味を確認しながら、入力するグループ。

➢個別で文章を訳し、その後それぞれの訳文を
発表し合い、議論した上で最終訳文を完成す
るグループ。

➢チャットを利用し、訳文を全員に送りながら、
進むグループ。

オンライン実施

引用：『新コミュニカティブ中国語level２』
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3．ハイブリッド授業の運営状況
3.２．課題

ハイブリッド授業のメリット：全員で音読を練習する際、オンライン授業
より強化しやすくなる点、受講生の学習態度を把握しやすい点、学
習仲間ができ、受講生が楽しく集中して勉強しやすい点など。

ハイブリッド授業の課題点：
✓チャット機能がオンライン授業より使いにくくなる。

✓受講生がマスクをしているので、口の形や誰が発話しているのが分かり
にくい。

✓感染防止のため、ソーシャルディスタンス、マスク着用のチェック、教
室の換気など事前準備が増える。

✓授業中、対面授業の受講生に意識が偏りがちになる傾向。
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到達目標 評価手段 比率 評価方法

①単語Ｂ、置き換え
会話の発音、意味を
マスターできる（知
識・理解）

②ヒントを用い、中国
語の文や会話を作成
できる（思考・判断）

③各課の主旨に合わ
せ、中国語による「自
己表現・発話」ができ
る（関心・意欲）

Ａ：小課題 30％ 形式：manaba+R（自動採点小テスト）
頻度：各課1回
締切：授業日～次週授業日
到達目標①、②に対応する

Ｂ：中間復習課題
（範囲：中間までの内容）

30％ 形式：manaba+R（自動採点小テスト）
頻度：学期1回
締切：公開日より１週間
到達目標①、②に対応する

Ｃ：期末復習課題
（範囲：中間以後の内容）

30％ 形式：manaba+R（自動採点小テスト）
頻度：学期1回
締切：公開日より１週間
到達目標①、②に対応する

Ｄ：会話復習テスト
（平常点）

10％ 形式：リアルタイム会話テスト
頻度：学期２回（中間・期末）
締切：授業終了時
到達目標②、③に対応する 28



４．到達目標の評価方法 【中間・期末】復習課題

解答

形式

問題

数

問題の内実

リスニング 選択 並べ替え 声調問題 翻訳問題 会話作成

中間 選択式 全35問 10問 10問 10問 5問 × ×

期末 選択式 全50問 5問 25問 10問 × 5問 5問

• 基本且つ重要なポイントを押え、学習到達
度を反映できるように組み立てている。

• 課題内容について、同じチームの先生と協
力し、ダブルチェックをしている。
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Manaba+Rで作成した課題は、①、②の到達目
標を測るために大きな役割を果たしていると言え
るが、③の到達目標を測ることが困難。

実践的ＦＤプログラムで教えて頂いたルー
ブリックシートを作成し、パフォーマンス
評価を取り入れてみた。問題は「音読」と
「会話」の2種類を考案した。

４．到達目標の評価方法 【中間・期末】復習課題
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４．到達目標の評価方法

考察範囲の授業用ＰＰＴ
コンテンツから会話文を8
組取り出し、問題を組み
立てた上で、評価するた
めの音読テスト用ルーブ
リックシートを作成した。

音読テスト
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４．到達目標の評価方法

重要項目を質問文の
形で全12問の問題
レジュメと、回答の
「流暢さ・発音・文
法」を評価項目に会
話テスト用のルーブ
リックシートを作成
した。

会話テスト
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３、4人/1グループ
（60分間設定）
①音読テスト会場

教員
①音読テスト実施

受講生
①音読テストを受ける
（カメラ・音声オン）
②会話テストの準備
（問題レジュメ配布）

①音読テスト終了
メインルームに集合

1人/1グループ
（残りの時間）
②会話テスト会場

教員
②会話テスト実施

2問/人

受講生
• 会話テストを受ける
（カメラ・音声オン）
• 課題

ブレイクアウトルーム

期末会話復習テスト
オンライン実施手順

◆①音読テスト会場、
②会話テスト会場（ブ

レイクアウトルーム）を
設定した。
◆各グループに回って①
音読テストを実施して
いる間に、他の受講生
は自分のグループで、
会話テストの準備をし、
音読テストの受験を待
つ。

４．到達目標の評価方法
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４．到達目標の評価方法

事前準備として、テストの詳細をコースニュース
へ掲載、通信環境の不具合などでリアルタイム参
加できない受講生への課題作成、ルーブリック
シートを事前に配布し評価基準の共有を行った。



中間会話復習テスト

期末会話復習テストとの相違点
✓ ハイブリッド授業での実施。
✓ 問題の種類は会話テストのみ。
✓ 会話テストレジュメの回答確認
及び解説を行ってから会話テス
トを実施。

ハイブリッド授業実施の注意点
➢ レジュメを2種類必要。対面受
講生：プリントレジュメ、
ZOOM受講生：電子版レジュメ

➢ 対面受講生、ZOOM受講生の順
に実施しやすい。

対面受講生 ZOOM受講生

グループ別
準備

全員

回答確認・解説

①対面受講生 ②ZOOM受講生

会話テストレジュメ当日配布

プリント 電子版

会話テスト

ブレイクアウトルーム
準備

４．到達目標の評価方法
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ハイブリッド授業

（引用：イメージ図は言語教育企画課より）

講義内容の質を高めるた
めの試み

適した学習到達度評価方
法の考案

①ブレイクアウトルー
ム活動の改善。
②全講義ＰＰＴコンテ
ンツ実施及び改善。
③受講生とのインタラ
クションを重視する。
④グループワークを授
業内容に合わせて積極
的に取り入れる。
⑤講義に集中してもら
うため、理解度を把握
するため、質問する。

Ａ：小課題（毎回）
Ｂ：中間復習課題
Ｃ：期末復習課題

Ｄ：会話復習テスト
パフォーマンス評価
ルーブリックシート
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